学会抄録 by 小田,精司 et al.
-512:.... 千葉医学会雑誌 第 32巻
 
15.-放射性 Diiodofluorescein(DIF)によ忍
脳腫療の部位診断(予報〉
中島顕，谷 海，塚田真
秋葉拡，若菜垣，小林節夫
(神経科〉
渡辺 勲 (放射線科〉
放射性 DIFは，腫:彦組織に親和性が強く正常脳
粗識より脳腫疹組織に多〈集まる傾向があり，この
/性質を利用して，患者に放射性 DIFを注射し腫場
部に集まった放射性 DIFを頭蓋外部から測定して
腫蕩部位を診断せんと試みた。
本法施行患者は，臨床的に脳腫蕩と診断された者
7名，対照例 I名で， これらの患者に放射性 DIF
(400--700いのを静注し，一定時間後に頭葦上の所
定部位の放射能をシンチレーシヨンカウンターを用
い測定した。
対照例，及び橋・延髄周辺の腫癒例では，各測定
値は概ね均等なカウント数を示した。脳下垂体腫蕩
例 2例，診断不明の l例では，両側の側頭下部にカ
ウY ト数の増加を見，また，後頭葉麿易例，側頭葉
睡虜例では，その臨床診断と一致せる部位にカウン
トの増加を示したs頭頂葉腫蕩例では，各部のカウ
シトが不規則で、あった。 
16. 慢性分裂病者に対す忍覚醒アミシの

使用経験

岡上和雄，石川民男〈神経科〉
中村民男 (中村病院〉
特殊な研究機関は別として，一般の精神病院で
は慢性精神病者，特に，治療面より脱落した，所謂
痴呆化しつLある分裂病者に対する処置が重要な問
題となる。この様な患者に対してはi作業療法が殆
んど，唯一の治療であるに拘らず，作業の場に就か 
せ得ぬ億，放置される事が多し、。斯かる患者に対
し.苦々は覚醒アミンを投与し，その精神鼓舞効果
を観察，併せて，幻覚妄想等への影響を観た。
概要:1. 典型的痴呆化患者を選び， .1日平均 20
mg，60日以上連続投与を行い， 特に，欠陥緊張型 
に可也の効果を認めた。即ち，被験者中の大部分が
曲りなりも作業に応ずる様になった。但し，限界が
ある様である。また，効果は永続しなし、ものと J思
われる。 2. 慢性固定化せる者に用い，幻覚，妄想
等に用いたが，潜在せる妄想，幻覚等が前景に出る
例を多く経験した。 3. 客観的データとして，作業
能力の量的推移を観たが，欠陥緊張型に馨しい増大
を観た。 
17. 顎嚢胞の諸手術の適症に関す各研究
佐藤伊吉，内山清春，額賀大量
磯貝 豊，今井良雄，安達武夫
(歯科口座外科〉
歯根嚢胞，瀦胞性歯牙嚢胞，パラデ.yター ノレチス
テ，その他顎正中嚢胞，球突上顎嚢胞等に対する手
術には，パルチユ氏法の工， II法，上顎洞門に入っ
た大きな嚢胞には，ノレーグ・コルドウェノレ氏法など
が規準となり，嚢胞の部位や大きさにより，種々な 
~法が各人によって雑多に行わ.れている。そのうち 
で注目される事実は，嚢胞部歯牙，に対する保存的考
慮が払われていないことであるo私等は自家経験症
例 50例の大なる顎嚢胞手術の成績から，嚢胞壁の
切除，嚢胞部歯牙の樗尖切除による保存を計り，一
次的閉鎖あるいは，ノレーグ・コルドウエル氏法によ
る下鼻道対日形成を基本形式とし，症例によって，
種々なZ益法を行って最も有利なことを認めた。なお
その術式の適症を検討して利害得失を明かにし，ま
た嚢胞切除腔の砕挫骨片による他家移植充墳の治癒
促進に効果あることも明かにし得た。 
18. 歯科用ピ明ミジシベユシ'シ同錐の

抜歯創応用にづいて

小田精司， .高原j映忠，鈴木:芳)
宮 悌倍， (歯科口腔外科〉
著者等は歯科用ピリミジ yベニシリシ円錐を抜歯
創に応用した場合に，その効果を基礎的に裏ずける
ために抜歯創細菌の消長及び抜歯創内ベニシリンカ
価の~化について実験を行った。その結果歯科用ピ
Dシミ yペニミ/!1Y円錐を抜歯創に応用した場合，
抜歯創内細菌即ち連鎖球菌，葡萄球菌，大腸菌群及
び総細菌数的にも相当に抑制し得た。
また，抜歯創に歯科用ピりミジシベニシリシ円錐
を応用した場合において， 崩解速度の速い円錐は 
24時間前後，崩解速度の遅い円錐は 24時間-..48時
間程度有効力価として持続しているものと推定し得.
た。
以上のことから，歯科用ピリミジンベニシ!1Y円
錐の抜歯創内応用は披歯創細菌を量的に或は時間的
に相当抑制し得る事から，抜歯創感染及び継発症を
防止し，また，間接的であるが抜歯創の治露を促進
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する意味から見ても臨床上極めて意義あるものと考
えられる。 
19. 口内炎の抗生物質療法にワいて
宮内敬三，小田精司，金網 	 孝
(歯科口腔外科〉
全身的，局倒的により，種々な形に起る口内炎は，
感染性原因によるか否か，また感染性でも，どんな
細菌が主役を演じているかを判別し難いことが少く
ない。抗生物質による治療にも撰択に問題が起る。
私らはこうし、う症例。、わゆる潰蕩性口内炎〉の 
6例についての治験と，その細菌学的検索について
報告する。
ペニシリンで簡単に治るものがあり，それが無効
か，治癒し難いものには，作用広範囲なオーレオイ
シy等に切りかえて好結果を示すものがある。これ
に対し感応試験がー示指を与える。
抗生物質の無効な拶3合は，抗ヒスタミン剤が奏効
した。アレ;1.ギ{が主因子と考えられる。なお，不
明のヴイ{ノレスによるものも考えられるが， 口内炎
には，ヴイタミ:Ys，C等の欠乏が誘発因子とも考
えられるので，傍ら大量のずイタミシ投与をやるこ
とが効果的である。
